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【
う
ら
へ
続
く
】

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
７
月
28
日
、
安
倍

首
相
に
①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査

の
抜
本
的
拡
充
②
医
療
機

関
の
減
収
補
填
で
政
府
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す

る
よ
う
緊
急
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
様
の
申
し

入
れ
を
東
京
都
医
師
会
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

政
府
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
抜
本
拡
充
、

医
療
機
関
の
減
収
補
填
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

一
、
病
気
が
理
由
で
の
辞

任
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
ま
す
。
じ
っ
く
り
と

治
療
さ
れ
、
健
康
を
回
復

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

一
、
国
政
は
、
コ
ロ
ナ
対

安
倍
首
相
　
辞
意
表
明

す
み
や
か
に
臨
時
国
会
を
開
催
し

新
首
相
の
も
と
十
分
な
審
議
を

　
　
　
　
志
位
委
員
長
が
コ
メ
ン
ト
（
28
日
）

　

安
倍
首
相
が
辞
意
を
表

明
（
28
日
）。「
突
然
で
驚

い
た
」「
持
病
の
潰
瘍
性
大

腸
炎
が
再
発
し
た
た
め
と

説
明
し
た
」「
13
年
前
の
辞

任
表
明
を
思
い
出
し
た
」

「
与
党
幹
部
も
事
前
に
知

ら
さ
れ
ず
驚
い
て
い
た
」

「
森
友
・
加
計
疑
惑
や
桜
を

見
る
会
疑
惑
な
ど
、
う
や

む
や
で
終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
」

応
を
は
じ
め
、
一
刻
の
空

白
あ
る
い
は
遅
滞
も
許
さ

れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
速
や
か
に

臨
時
国
会
を
開
催
し
、
後

継
首
相
を
指
名
し
、
新
首

相
の
も
と
で
、
衆
参
の
代

表
質
問
、
予
算
委
員
会
を

し
っ
か
り
行
う
、
そ
し
て

国
政
の
基
本
問
題
に
つ
い

て
の
十
分
な
審
議
を
行
う

こ
と
を
強
く
求
め
た
い
。

一
、わ
が
党
と
し
て
は
、７

年
８
カ
月
の
安
倍
政
権
に

対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
正
面
か
ら
対
決
し
て
た

た
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
力
で
、
自
民
党
政
治
の

抜
本
的
な
転
換
を
求
め
て

た
た
か
っ
て
い
き
た
い
と

決
意
し
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
の
有
識
者
会

議
、
超
党
派
の
「
医
師
国

会
議
員
の
会
」
な
ど
が
行

い
ま
し
た
。
ま
た
世
田
谷

区
が
「
誰
で
も
、
い
つ
で

も
、
何
度
で
も
」
を
目
標

に
し
た
検
査
体
制
を
め
ざ

し
、
千
代
田
区
は
介
護
施

設
の
全
職
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
う
と
述
べ
る
な
ど
、

前
向
き
の
流
れ
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
厚
労
省

も
「
自
治
体
の
判
断
で
積

極
的
に
検
査
を
」（
８
月
７

日
）、「
幅
広
い
行
政
検
査

は
可
能
」（
８
月
18
日
）
と

コ
ロ
ナ
休
業
支
援
金
給
付
迅
速
化

厚
労
省
、
Ｈ
Ｐ
に
明
記

　
　
小
池
書
記
局
長
要
請
に
対
応

　

厚
労
省
は
、
中
小
企
業

の
労
働
者
に
給
付
す
る

「
コ
ロ
ナ
休
業
支
援
金
」に

つ
い
て
、
事
業
主
が
支
援

金
給
付
の
前
提
と
な
る
労

災
保
険
の
加
入
手
続
き
を

取
ら
な
い
場
合
、
国
の
職

権
で
加
入
手
続
き
を
行
い
、

給
付
す
る
こ
と
を
Ｈ
Ｐ
の

「
Ｑ
＆
Ａ
」に
明
記
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
事
業
主
が

す
ぐ
に
手
続
き
を
取
ら
な

い
と
、
支
援
金
給
付
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

「
成
立
（
加
入
）
手
続
を
取

ら
な
い
事
業
主
に
対
し
て

は
、
国
の
職
権
に
よ
り
成

立
手
続
を
行
い
ま
す
」
と

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
休
業
支
援
金
の

予
定
額
５
４
０
０
億
円
に

対
し
て
現
在
の
支
給
決
定

額
は
24
億
円
に
と
ど
ま
り

ま
す
。
日
本
共
産
党
の
小

池
書
記
局
長
が
20
日
、
迅

速
・
確
実
な
給
付
を
要
請
。

厚
労
省
は
「
対
応
を
検
討

す
る
」
と
し
て
い
た
も
の

で
す
。

の
事
務
連
絡
を
出
し
ま
し

た
。
志
位
氏
は
、「
一
歩
前

進
」
だ
が
、
自
治
体
任
せ

に
し
て
い
る
の
は
大
問
題

だ
と
指
摘
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
抜
本
拡
充
に
政
府
が
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
、「
検
査

で
感
染
を
抑
え
込
む
」
と

い
う
立
場
に
し
っ
か
り
立

つ
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
志
位
氏
は
、「
６

月
の
１
病
院
あ
た
り
の
赤

字
額
は
平
均
５
９
５
１
万

円
」
と
語
り
、「
こ
う
い
う

状
況
に
医
療
機
関
を
置
い

て
お
い
て
、ど
う
し
て『
病

床
を
確
保
し
て
く
れ
』
と

い
え
る
か
」
と
批
判
。
た

だ
ち
に
国
費
を
投
入
し
て

減
収
補
填
を
行
う
こ
と
を

強
調
し
ま
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

２
０
２
０
年
版
情
報
通

信
白
書
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る

規
制
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て

調
査
し
、
消
費
者
の
考
え

方
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
で
東
海
道
新
幹
線
の
輸

送
量
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
建
設
費

を
賄
え
る
の
か
と
い
う
重

大
な
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
４
～

リ
ニ
ア
新
幹
線 

破
綻
に
直
面

　
コ
ロ
ナ
禍
で
採
算
一
層
困
難
に

　情報通信白書から

消費者は個人データの
「安全性重視」８割

　

米
紙
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
タ

イ
ム
ズ
は
、
広
島
、
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
が
、
第
２

次
世
界
大
戦
終
結
の
た
め

に
必
要
だ
っ
た
と
す
る
米

国
で
の
通
説
に
反
論
し
、

「
米
国
の
指
導
者
た
ち
は

原
爆
を
投
下
す
る
必
要
は

な
い
と
知
っ
て
い
た
」
と

述
べ
る
歴
史
家
ら
の
寄
稿

を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

寄
稿
は
、
日
米
の
歴
史

資
料
か
ら
、「
例
え
原
爆
が

投
下
さ
れ
な
く
て
も
、
日

本
が
１
９
４
５
年
８
月
に

降
伏
し
て
い
た
は
ず
」
の

原爆投下  必要なかった
　米大統領ら知っていた

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
２
０
２
０
年
度

第
１
四
半
期
決
算
（
11

日
）。４
～
６
月
期
の
連
結

決
算
は
、
純
利
益
が
３
％

減
の
２
７
２
６
億
円
。

る
と
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
27
日
、東
京
都
の
累
計
感

染
者
が
２
万
人
を
超
え

た
」「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議

で
は
新
た
な
感
染
者
は
依

然
高
い
水
準
で
都
内
の
全

域
や
高
齢
者
に
広
が
っ
て

い
る
と
指
摘
し
た
」「
都
は

午
後
10
時
ま
で
の
時
短
営

業
を
、
23
区
の
飲
食
店
と

カ
ラ
オ
ケ
店
に
、
９
月
15

日
ま
で
延
長
要
請
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
千
葉
県
勝
浦
市
の
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
参
加
の

旅
館
で
従
業
員
７
人
が
感

染
し
た
」「
岩
手
で
県
内
初

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。

感
染
者
の
同
僚
や
親
族
計

６
人
が
感
染
し
た
」「
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
21
日
、
12
歳
以
上
の

子
ど
も
も
マ
ス
ク
の
着
用

す
べ
き
と
指
針
を
発
表
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ン
マ
の
初
競
り
異
常

な
高
値
。「
北
海
道
厚
岸
市

場
で
の
初
競
り
は
１
㌔
当

た
り
１
万
円
超
え
。
前
年

の
５
倍
と
い
う
」「
水
揚
げ

が
前
年
の
２
％
と
不
漁

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

黒
人
差
別
に
抗
議
の
声

ひ
ろ
が
る
。「
テ
ニ
ス
の
大

坂
な
お
み
選
手
が
公
式
戦

で
準
決
勝
棄
権
を
表
明
し

た
」「
そ
の
後
、大
会
側
と

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
安

心
・
安
全
性
を
重
視
」
が

79
％
で
、「
便
利
・
快
適
性

を
重
視
」
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
（
図
）。

安
全
性
を
求
め
る
声
に
目

を
向
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
る
規
制
・
ル
ー
ル

を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

６
月
の
連
結
決
算
は

８
３
６
億
円
の
赤
字
で
す
。

今
後
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

の
普
及
で
生
活
圏
外
へ
の

出
張
な
ど
は
減
少
が
予
想

さ
れ
、
資
金
的
に
も
成
り

立
た
な
く
な
る
と
の
危
惧

が
で
て
い
ま
す
。

　

大
井
川
水
量
の
大
幅
減

少
、
膨
大
な
残
土
、
環
境

破
壊
な
ど
多
く
の
問
題
で
、

２
０
２
７
年
の
開
業
は
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
政

府
は
す
で
に
３
兆
円
を
投

入
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
資
金
投
入
は
多
大
な

国
民
負
担
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

そ
も
そ
も
、
人
口
減
少

の
日
本
で
、
何
の
た
め
に

リ
ニ
ア
新
幹
線
が
必
要
な

の
か
、
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
、
事
業
の
中
止
も
含
め
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
時
に
感
じ
る
不

安
の
内
容
（
複
数
回

答
）に
つ
い
て
は「
個

人
情
報
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
履
歴
の

漏
え
い
」
の
割
合
が

88
・
４
％
と
最
も
高

い
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
の
個
人
情
報

保
護
制
度
は
欧
州
と

比
べ
て
も
不
十
分
で

す
。消
費
者
の
安
心
・

圧
倒
的
な
歴
史
的
証
拠
が

あ
り
、
当
時
の
ト
ル
ー
マ

ン
大
統
領
お
よ
び
側
近
た

ち
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た

と
指
摘
。
当
時
、
米
国
の

陸
・
海
軍
に
い
た
８
人
の

最
高
幹
部
の
う
ち
７
人
が
、

「
原
爆
は
軍
事
的
に
も
必

要
な
く
、
人
道
的
に
も
非

難
さ
れ
る
べ
き
」
と
発
言

し
た
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ポ
ツ
ダ
ム
で
の
会
談

（
７
月
）時
点
で
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
（
後
の
米
大
統
領
）

は
「
日
本
は
降
伏
の
用
意

が
で
き
て
お
り
、
お
ぞ
ま

し
い
も
の
で
た
た
く
必
要

は
な
い
」
と
発
言
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
元
帥
も「（
原
爆

投
下
は
）も
っ
て
の
ほ
か
」

だ
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

協
議
し
棄
権
を
撤
回
し

た
」「
大
リ
ー
グ
や
、バ
ス

ケ
ッ
ト
のN

BA

、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
のN

H
L

も
試

合
を
延
期
し
て
い
る
」「
黒

人
銃
撃
問
題
で
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
著
名
人
の

抗
議
が
続
い
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
立
川
の
昭
和
記
念
公

園
で
は
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

が
見
頃
を
む
か
え
て
い

る
」

２
０
２
１
年
３
月
期
の
連

結
純
利
益
が
前
期
比
１
％

増
の
８
６
０
０
億
円
を
見

込
む
。「『
日
経
』で
は
、在

宅
勤
務
の
広
が
り
で
光
回

線
の
契
約
が
増
え
る
ほ
か
、

設
備
投
資
の
抑
制
や
コ
ス

ト
削
減
で
増
益
を
確
保
す


